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国立医科大で臨床検査技師不足が大問題となっていた1980年代初頭に、高
知医科大学（現：高知大医学部）附属病院検査部職員が世界で初めて自ら
構想/設計/製作/実用化した、検体系検査室全体をカバーする自動検体搬
送システムである。90年代から市販された検体搬送システムの原点とな
り、現在の自動分析装置にある外部サンプリング機構や自動再検機構など
も、この時の開発検討が端緒である。本検体搬送システムはその後の臨床
検査数の爆発的増加への対応、ひいては医療の進歩を陰で支えた点で重要
である。

一－ホ(試行錯誤、失敗の事例など科学技術の継承を図る上で重要な教育
的価値を有すもの)

二－ハ(社会、文化と科学技術の関わりにおいて重要な事象を示すもの)

第 00255 号

世界初の病院検査室用自動検体搬送「ベルトラインシステム」
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国立大学法人高知大学医学部附属病院


